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　グループホームこすもすは、平成１３年４月
に法人で２番目のグループホームとして開所
し、３年が経過しようとしています。当法人
では、母体施設である特養の痴呆性高齢者に
対する援助のノウハウを、より家庭の環境に
近い小規模のグループホームケアに生かすよ
うに事業展開してきました。家庭的な雰囲気
の中で、馴染みの仲間と「ゆっくり」「一緒に」
「楽しみながら」をモットーに、地域で暮ら
せる楽しさを大切に日々運営しています。
　評価調査当日は、２名の調査員が来所さ
れ、午前中は管理者への調査項目の聞き取り
を中心に行われました。午後は悪天候で、入
居者の日常活動（買い物やお散歩）ができず
残念でしたが、昼食作りや片付け、洗濯物た
たみなど、普段の生活の様子を中心に見て頂
きました。昼食の時間には入居者自ら盛り付
けをしていただいた昼食を一緒に頂き、ホー
ム内の雰囲気を感じて頂きました。初めは入
居者の皆様も緊張している様子が見受けられ
ましたが、午後のグループワークの時には、
普段の様子に戻り表情も出てきたように感じ
ます。
　今回初めて外部評価を受けるにあたり、職
員間で自己評価を２回行い、改善計画案や事
業所の特色についての話し合いを持ち、「グル
ープホームでは何が大切で、何を目的に職員
が援助すべきか」を職員全体で再認識し、私
自身も外部評価事業の意義を実感しました。
　最後に、今回の外部評価にあたりご協力頂
いた入居者及びご家族の皆様、地域の皆様、
そして関係機関の皆様に感謝申し上げます。
今後も毎年、自己評価・外部評価を実施して
ゆく訳ですが、研修等でもグループホームに
ついて、「ホームの閉鎖性」「次の受け皿の不
足」「ターミナルケア」そして、「サービスの質
の向上」等が指摘されています。今後この外
部評価を受けながら、これらのことを踏まえ
グループホーム機能の充実を図りたいと感じ
ています。

「痴呆性高齢者グループホーム
　の外部評価をうけて」

　（福）麗寿会
　グループホームふれあいの家こすもす
　管理者　早川　貴靖
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※http://www1.m
hlw.go.jp/shingi

/s0012/s1208-2_16.htm
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【子ども】
　不登校・引きこもり、児童虐待
【シニア】
　自殺、シニアの生きがいづくり
【高齢者】
　高齢者世帯・高齢者夫婦世帯、高齢者虐待
【障害者】社会的自立、権利擁護
【外国籍住民】生活支援、子どもの教育

上記の問題に先駆的に取り組むグループ・
団体の情報をお寄せください。
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